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区役所は、

7 月 1 日から
毎週土曜日が
休みになります

開
・
閉
庁
部
門

2
3区
役
所
は
、
平
成
4
年
7

月
1
日
か
ら
完
全
週
休
二
日
制

と
な
り
、
厄
週
士
曜
日
が
休
み

と
な
り
ま
す
。

足
立
区
で
は
、5
月
2
6日
に

開
催
さ
れ
た
臨
時
X
議
会
本
会

議
で
、「
東
京
都
足
立
区
の
休
日

を
定
め
る
条
例
」「
東
京
都
足
立

区
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
」
の
改

正
案
が
丞
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
完
全
週
休
二
日
を
け

う
點
、
ど
の
部
門
の
什
弔
に
つ

い
て
、
毎
週
の
十
曜
日
を
休
み

に
で
き
る
か
廣
討
し
、
開
庁
す

る
部
門
、
閉
庁
す
る
部
門
を

決
定
し
ま
し
た
(
表
1
・
2
参

照
)
。

施
設
に
よ
っ
て
は
、こ
れ
ま

で
ど
お
り
土
曜
聞
庁
と
し
、
区

民
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
ま
す
。

表1　 土曜日に開庁する施設

表2　土曜日に閉庁する施設
○ 区役所( 本庁舎・中央本町庁舎)
○ 区民事務所( 北干佳サービスセンターを劭む)
保健所・保健相談所

○ 福祉事務所
○ 障害福祉総合センター
○ 衛生試験所

○ 消費者センター
○ 教育センター
○ 女性総合センター
○ 工事事務所、公園管理事務所

完
全
週
休
二
日
制
に
伴
う
代
替
サ
ー
ビ
ス

各
課
、事
業
所
の
対
応

各
部
署
で
は
、
上
曜
閉
庁
に

伴
い
(
表
3
)
の
よ
う
な
対
応

を
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

を
き
た
さ
な
い
よ
う
努
め
ま

す
。

住
民
票
(
写
し
)
の

取
り
次
ぎ
交
付

庄
民
票
の
写
し
を
必
要
と
す

る
場
劭
で
、
共
働
き
そ
の
他
の

事
情
に
よ
り
、
区
民
事
務
所
の

開
庁
時
間
内
に
来
所
で
き
な
い

方
が
、
事
前
に
電
話
で
区
・民
事

務
所
に
申
し
込
み
を
し
、
区
民

事
務
所
に
隣
接
し
て
い
る
文
化

・
ス
ポ
ー
ツ
『公
社
等
で
、
上
曜

日
の
み
受
け
取
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
(
図
1
参
照
)
。

取
り
扱
い
開
始
日

平
成
1
年

7
月
1
日

永
)

取
り
扱
う
内
容

申
請
者
本
人

の
分
、
ま
た
は
住
民
票
上
同

匹
帯
に
鴈
す
る
方
の
住
民

票
の
写
し
に
限
り
ま
す

※
代
理
人
お
よ
び
第
三
者
に
よ

る
申
請
は
で
き
ま
せ
ん

申
込
方
法
電
話
で
区
民
事
務
　

所
の
開
庁
時
間
中
(
祝
日
を
　

除
く
月
～
金
曜
日
、午
前
9
　

時
～
午
後
4
時
ま
で
)
に
、受
　

け
取
り
を
希
望
す
灸
f
へ化
・

ス
ポ
ー
ツ
公
社
等
に
隣
接
す

る
区
民
事
務
所
(
表
4
)
に
申

し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い

受
け
取
り
方
法

受
け
取
り
を

希
望
し
た
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

公
社
等
で
受
け
取
つ
て
く
だ

さ
い

受
け
取
り
の
で
き
る
日
土
曜
　

日
の
み
、午
前
9
時
～
午
浚
　

5
時
ま
で
(
宮
城
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
新
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
　

図
書
館
は
、午
前
1
0
時
～
午
　

後
5
時
)

持
参
す
る
も
の

▽
申
し
込
み

を
し
た
方
の
印
か
ん
(
認
印

で
結
構
で
す
)

▽
申
し
込

み
を
し
た
方
を
確
認
で
き
る

も
の
(
運
転
免
許
歟
バ
ス
ポ

ー
ト
、
健
康
保
険
証
な
ど
)
　
T

手
数
料
(
1
通
に
つ
き
旆

円
、つ
り
銭
の
な
い
よ
う
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
)

そ
の
他

区
民
の
フ
ラ
イ
バ
シ

ー
保
護
の
立
場
か
ら
、
受
け

取
り
の
際
、
本
人
・
確
認
の
た

め
必
要
が
あ
れ
ば
質
間
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か

じ
め
こ
了
承
く
だ
さ
り

表3　 閉庁に伴う代替サービス

( 注1) 世帯主および同一世帯人の請求に限り ます

( 注2) 納税者本人の請求に限ります
( 注3) 世帯主および同一世帯人の請求に限ります

図1　土曜閉庁に伴う
住民票( 写し) の取り次ぎ・交付方法

( 2) 受け取り( 土曜日)
※ 持 参するもの
・申し 込みをした方のE口かん
・申し 込みをした万を確認できるもの
( 運転免許証、パスポート 、健康保険
証等)

・手数料( 一通につき200円)

北
千
住
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

北
チ
庄
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
も
、
住
民
票
弓
し
)

の
取
り
次
孝
父
付
を
同
様
に
し

い
ま
す
。

ま
た
、
住
民
票
の
写
し
・
印

鑑
金証
明
湃
・
バ
柄
臍
抄
本
の
申

沽
肖
の
預
か
り
も
げ
い
ま
す
。

(川
口
交
付
は
で
き
ま
せ
か

※
な
お
、
印
鑑
・証
明
書
・
戸
籍

謄
抄
本
の
電
話
に
よ
る
予
約
は

で
き
ま
せ
ん
。

北
千
住
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
　
　
千

住
旭
町
4
2
―
2
)

(
3
8
7
0
)
3
2
1
1

ご
理
解
と

ご
協
力
を

区
役
所
は
、区
民
の
皆
さ
ん

の
身
近
な
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、(
霞
と
も
K

民
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
や
、
仕
事

の
一
靨
の
効
率
化
な
ど
に
努
め

ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
干
住
)
　

・
企
圃
課
　
(
3
8
8
2
)
　
1
1
1
1

㈹

表4　 住民票( 写し) の申込み・受け取り

区 制60 周年
記念

足
立
の
花
火
大
会

日
時
7
月
2
3
日
(
木
)

午
後
7
時
1
5
分
～
8
時

4
5分
(
荒
大
の
場
劭
は

割
日
に
順
延
)

場
所
荒
川
刈
川
敷
千
　

住
新
橋
～
酋
新
井
僑
　

問
)

区
制
施
行
6
0周
年
を
記

念
し
て
、
打
上
げ
数
を
1

万
発
に
増
発
し
て
開
催
い

た
し
ま
す
。
な
お
、
観
光

協
会
で
は
貫
助
金
を
募
集

し
て
い
ま
す
、

問
合
せ
先
観
光
協
会
事
　

務
局
吊
臾
木
町
ワ
心

・
産
業
振
興
課
内
)
　

(
3
8
8
0
)
5
1
9
1

打上げ10、000発
仕掛400mナイアガラなど

葦
立
ち

梅
雨
の
季
節
と
な
り
ま
し

た

。走
り
梅
雨

、
返
り
梅
雨

、

梅
雨
气

穐
雨
寒
、
空
梅
雨

。f

金順
な
人
候
の
続
く
こ
の
時

期
の
蕀
ら
し
に
お
け
る
咀
さ

か
ら

、
私
た
ち
は
た
く
さ
ん

の
一
ご
蘖
を
も
っ
て
い
ま
す

。

水
害
や
水
不
足
が
気
に
な

る
の
も
こ
の
季
節
で
す
ご

』

と
に
足
立
区
は
低
地
で
あ
る

た
め

、
水
と
の
縁
が
深
く
あ

り
ま
す
。

江
戸
時
代

、
萪
衍
は
利
根

川
の
氾
濫
を
防
ぐ
た
め
、
利

恨
川
に
流
れ
て
い
た
綾
瀬
川

を
隅
山
川
に
付
け
片一
え
、
現

在
の
流
れ
と
な
り
ま
し
た

。

近
年
で
は
荒
川
(
政
水
路
)

が
開
削
さ
れ
ま
し
た

。ま
た

、

幕
廚
は
に
沼
代
川
水
や
鷸
酋

田
水
な
ど
の
潅
概
川
水
を
つ

く
り

、
こ
れ
に
よ
っ
て
新
出

が
開
発
さ
れ
ま
し
た

。

こ
れ
ら
先
人
達
の
努
力
に

よ

っ
て

築
か
れ
た
用

水
路

が
、
い
ま
、
親
水
水
路
と
し

て
甦
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ひ

と
つ
蒿
西
用
水
親
水
水
路
が

じ
月
完
呵

こ
れ
を
記
念
し

て
郷
L
陣
物
館
で
は
「
あ
だ

ち
の
用
水
路
」
展
を
聞
催
し

て
い
ま
す
。
区
内
を
縦
横
に

走
る
用
水
路
、
ぺ
を
紕
ん
で

水
の
流
れ
を
管
理
す
る
高
い

技
術
な
ど
、
古
絵
図
か
ら
う

か
が
え
ま
す
。
緑
豊
か
な
散

策
路
と
な
っ
た
葛
西
用
水
親

水
水
路
と
も
ど
も
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

区
長
　古
性
直
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第
4
2
回

〝
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
〟
7 月1 日
～31日

哇
会
を
明
る
く
す
る
運
動
″

は
、す
べ
て
の
国
民
が
、犯
罪

の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち

の
史
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
り
を

二
わ
せ
、犯
罪
の
な
い
哇
会
を

築
い
て
い
こ
う
と
い
う
至
国
的

な
運
動
で
す
。

□
重
点
目
標

少
年
の
非
行
防
止
と
更
生
の

援
助
の
た
め
、
地
域
住
民
の

理
解
と
参
加
を
求
め
る
。

假
輿
わ
が
国
の
犯
罪
、特

に
少
年
非
行
の
現
況
を
み
る

と
、そ
の
発
生
件
数
は
高
く
、

内
召
的
に
も
、凶
悪
弔
件
の
発

生
や
、井
目
の
叺
年
齢
化
、一

般
化
の
頌
向
か
ほ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
金印
向
に
対
し

て
、青
少
年
の
遺
徳
心
の
向
上

を
図
り
、社
会
秩
序
を
守
る
意

識
を
養
い
、
同
時
に
犯
罪
を
誘

発
し
な
い
袿
会
づ
く
り
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

非
行
に
陥
っ
た
少
年
の
巾ヽ
心
を

援
助
す
る
た
め
、
学
校
・
啄
庭

・
地
域
が

。休
と
な
っ
た
広
い

地
域
活
動
を
展
闃
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
非
行
防
止
を
目
的

に
、7
月
を
強
調
月
間
と
し
て
、

関
係
機
関
・
団
体
・
地
域
住
民

が
姓
携
し
た
令
国
的
な
運
動
が

ぼ
聞
さ
れ
ま
す
。

□
活
動
内
容

7
月
1
日
司
生
傑
護
の
り

に
北
矜
僅
・
綾
瀬
・
円
新
鄒
・
竹

ノ
嗤
の
各
駅
的
で
、T
前
8
時

か
ら
啓
発
明
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー

パ
ー
等
の
配
布
を
吁
い
ま
す

。

こ
の
ほ
か

、
強
調
月
間
中
、

ぼ
内
各
地
域
で
保
護
司
が
中
心

と
な
り

、
座
談
会
や
講
演
会
な

ど
を
行
う
F

竃
で
す

。

ぜ
ひ

、
參
加
く
だ
さ
り

主
催
団
体
足
口
屎
・
叫
り
金
区

教
育
委
員
会
・
足
立
区
保
護

司
会
・
足
立
区
更
生
保
護
婦

人
会
・
足
立
区
保
護
観
察
協

会
・
足
皀
区
B
B
S
会
・
社

ふ福
祉
協
議
会

問
合
せ
先

杢
冂
ふ
(
千
庄
)
　

・
民
生
係

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1
㈹

7月1日

西
伊
興
住
区
セ
ン
タ
ー

老
人
館
が
オ
ー
プ
ン

下
水
道
敷
設
工
事
の
関
係
で

開
館
が
遅
れ
て
い
た
老
人
館

が
、7
月
1
日
か
ら
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、
児
叭
館
(
学
叭
傑
介

宗
を
政
む
)

は
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
旧
西
伊
興
児
陋
態
で

行
い
ま
す
。

所
在
地

西
伊
興
1
1
1
9
-
1
2
　
　
(
3
8
9
6
)
7
3
6
2

※
施
設
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く

知
り
た
い
方
は
、
巾
火
本
町
庁

舎
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課
　
(
3
8
8
0
)
5
1
9
9

へ
。

7月1日にオープンする西伊興住区センター・老人館

ふ
れ
あ
い
と
対
話
が
築
く
明
る
い
社
会

第42回〝社会を明るくする運動〟

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す

運
動
…
…
(
3
)

前
回
に
続
い
て
、
天
保
の

改
革
の
際
の
岡
山
藩
で
の

一
渋
染
一
揆
」
に
つ
い
て
述

べ
ま
す
。

安
政
3
(
1
8
5
6
)

年

岡
山
藩
5
3力
村
全
部
の
部
落

は
、
藩
の
厳
し
い
命
令
に
立

ち
上
が
り
ま
し
た
。
数
や
人

の
喫
団
は
、
家
老
に
強
金訴
す

る
た
め
隊
を
組
ん
で
進
ん
で

い
き
ま
し
た
。湍
で
は
、役

人
や
武
L
が
鉄
砲
を
持
ち
出

し
て
そ
の
一
揆
を
取
り
し
ず

め
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
一

揆
は
そ
れ
を
は
ね
の
け
て
、

撤
回
を
訴
え
ま
し
た
。

そ
の
時
の
部
落
の
要
求
は

「
わ
れ
わ
れ
当
国
の
者
は
、

農
業
第
一
に
励
み
、
年
賁
も

き
ち
ん
と
納
め
て
い
る
の
に

農
民
た
ち
と
は
異
な
っ
た
差

別
を
こ
う
む
る
の
は
侵
害
の

至
り
で
あ
る
」
と
い
う
も
の

で
し
た

。

藩
で
は
、こ
の
要
求
を
協

議
し
た
結
果
、結
顋
黙
認

せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。し
か
し
、一
揆

に
対
す
る
処
罰
は
臓
し
く
、

1
2
人
の
指
導
者
が
投
獄
さ
れ

た
の
で
す

。

こ
の
渋
染
一
揆
の
伝
続
は

の
ち
の
水
平
運
動
に
も
受
け

継
が
れ

、
大
正
1
2
(
1
9
2
3
)

年
の
岡
山
県
水
平
社
結

成
に
際
し

、
人
き
な
役
割
を

果
た
し
ま
し
た

。

自
転
車
放
置
禁
止
区
域
案
内

大
師
前
駅
周
辺

区
で
は
、
口
転
小
の
放
置
に

よ
る
環
境
悪
化
の
防
止
等
を
図

り
、
区
民
の
快
適
な
生
活
堋
境

づ
く
り
を
日
的
と
し
た
放
置
自

転
4
1対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

河
気
な
く
置
い
た
自
転
車
が

歩
行
者
の
通
行
や
緊
急
活
動
の

妨
げ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

区
で
は
、駅
川
辺
お
お
む
ね

巍

以
内
豪
回
転
車
放
世
票
止

区
域
に
指
定
し
て
、
放
置
自
転

車
の
撤
去
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
撤
去
自
転
車
は
区
の
保
管

場
所
に
運
び
、
返
還
時
に
2
千

円
の
撤
去
費
用
を
徴
収
し
ま

す

。

人
師
前
駅
川
辺
で
は
、
駅
前

や
酉
新
趣
人
師
周
辺
に
放
置
自

転
小
が
多
く
。
通
行
や
美
観
を

捐
な
う
と
近
隣
か
ら
苦
哂
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
師
前
駅
を
利
用
す
る
方
で

駅
に
近
い
方
は
で
き
る
だ
け
歩

い
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、通
動
通

学
等
で
毎
日
利
用
さ
れ
る
方
は

駐
輪
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□
大
師
前
駅
周
辺
の
駐
輪
場
　

(区
営
)
西
新
片
六
丁
目
自
転
4
1

駐
巾
場

西
新
井
六
丁
目
7

番
先

(
民
営
)
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
キ

ン
グ
人
師
前
収
容
台
数
8
0

0
台
西
新
井
1
―
1
6
―
1
　

(
3
8
9
2
)
4
0
8
0

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

自
転
車
対
策
係

(
3
8
8
0
)
5
2
3
0

綾
瀬
駅
前
に
お
け
る
放
置

自
転
車
の
撤
去
作
業

災害時の避難場所の
名称が変わります

7
月
1
日
か
ら
避
難
場
所

の
名
称
が
変
わ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、東
京
都
の
避
難

場
所
見
直
し
の
た
め
で
、区

内
は
も
表
の
と
お
り
に
変
更

に
な
り
ま
す
。

避
難
場
所
と
は
、
大
地
霞

な
ど
で
延
焼
火
災
が
発
生
し

た
場
劭
に
大
火
か
ら
皆
さ
ん

の
命
聚
守
る
た
め
に
、
あ
ら

か
じ
め
確
保
し
た
安
全
な
場

所
で
、
喇
叭
乱
が
震
災
予
防

条
例
に
基
づ
き
指
定
し
て
い

る
地
域
で
す
。

今
回
の
兒
直
し
で
、
荒
川

河
川
敷
の
避
難
場
所
が
2
ヵ

所
拡
張
さ
れ
ま
す
。

こ
の
拡
張
で
、
遠
距
離
避

難
が
解
消
さ

れ
る
地
域
の

避
難
道
路
4

路
線
が
解
除

に

な

り

ま

す

。(上
図
参

照
)地

震
が
起

き
て
か
ら
で

は

、
間
に
二

い
ま
せ
ん

。

避
難
経
路
に

つ
い
て
は
、

日
ご
ろ
か
ら

町
会
・
自
治

会
・
家
族
で

卜
分
に
話
し

台
い

、
確
認

し
て
お
ぐ
こ

と
が
大
切
で

す

。大
災
客
対

策
課

名称が変更になった箇所
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日
本
脳
炎
予
防
接
種

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
を
次
9

お

り
実
施
し
廖
す
。
該
当

す
る
お
子
癶
刄
に
は
、
忘
れ
ず

に
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

実
施
日
・
会
場

表
1
の
と
お

り
受
付
時
間

午
後
2
時
I
3
時

対
象

満
4
歳
以
上
(
4
月
1

日
現
在
)
学
齢
前
ま
で
の
幼

児
で
保
育
園
・
幼
稚
園
に
通

っ
て
い
な
い
幼
児

接
種
費
用

無
料

※
保
育
園
・
幼
稚
園
に
通
っ
て

い
る
幼
児
、
小
・
中
学
校
児
童
・

生
徒
は
各
施
設
で
実
施
し
ま
す

が
、
そ
れ
に
も
れ
た
幼
児
・
児

童
・
生
徒
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

接
種
方
法
初
め
て
こ
の
予
防
　

接
種
を
受
け
る
幼
児
は
、1
　
～

2
週
間
あ
け
て
2

回
接
種

し
ま
す

。
昨
年
に
2

回
受
け

た
幼
児
は
、1

回
接
種
し
ま

す
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
幼

児
▽
発
熱
し
て
い
る
か
、
著
し

い
栄
養
障
害
が
あ
る
幼
児

▽
最
近
貰

ほ

現
在
病
気
に

か
か
っ
て
い
る
幼
児
(
心
臓
、

腎
臓
、
肝
臓
等
の
病
気
で
急

性
期
、
増
悪
期
ま
た
は

、
活

勳
期
に
あ
る
幼
児
)

▽
ア

レ
ル
ギ
ー
体
質
の
幼
児

▽
予
防
接
種
に
よ
り
、高
熱
　

な
ど
異
常
な
副
反
応
夲
こ
　

し
た
こ
と
の
あ
る
幼
児
▽
　

最
近
1
年
以
内
に
、け
い
れ
　

ん
症
状
を
一
心
こ
し
た
こ
と
の
　

あ
る
幼
児
▽
そ
の
他
医
師
　

が
不
適
当
と
認
め
た
幼
児
<

注
意
事
項
>
当
日
は
体
温

を
ほ
か
り
、
母
子
手
帳
と
印
か

ん
を
持
っ
て
会
場
へ
お
い
で
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

足
立
保
健
所
　
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

、

千
住
保
鴎
町
　
(
3
8
8
　

8
)
4
2
7
7
、本
庁
舎
千
　

庄
)
・
保
健
予
防
係
　
(
3
　

8
8
2
T
1
1
1

㈹

表1

※ 当日は、体温をはかり、印鑑を持つて下配の会場で簍概してください　

いずれも時間は、午後2時～3時

食
中
毒
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

今
年
も
食
中
毒
が
起
こ
り
や

す
い
、
高
温
多
湿
の
季
節
に
な

り
ま
し
た
。

毎
年
、
都
内
で
は
食
中
毒
が
8
0

件
前
後
、
約
2
千
人
の
患
者

が
発
生
し
て
い
ホ

。

夏
季
の
食
品
の
取
ひ
扱
い
で

は
、
特
に
魚
介
類
や
肉
類
に
十

分
な
注
意
が
必
要
で
す
。
冷
蔵

庫
の
使
い
方
の
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
は
、
▽
食
品
を
話
め
す
ぎ
な

い

▽
食
品
同
士
が
ふ
れ
あ
わ

な
い
ぷ
つ
、
フ
タ
付
容
器
に
入

れ
る
か
、
ラ
ッ
プ
で
包
装
す
る

▽
席
内
温
度
は
摂
氏
i
度
以

下
を
保
つ
な
ど
が
あ
n
ま
す
。

ま
た
、調
理
夸

る
前
に
は
、

手
や
調
理
器
具
を
よ
く
洗
っ
て

殺
菌
し
ま
し
ょ
う
。

□
食
中
毒
予
防
の
原
則

▽
清
潔
(
細
菌
を
つ
け
な
い
)

▽
迅
還
・
冷
却
(
細
菌
を
ふ
や

さ
な
い
)

▽
加
熟
(
細
菌
を
殺
し
て
し
ま

う
)

保
健
所
で
は
、食
中
毒
防
止

の
た
め
、6
月
か
ら
8
月
ま
で

す
し
屋
な
ど
の
飲
食
店
と
、
食

品
の
製
造
所
や
販
売
胥
な
ど
を

対
象
と
し
て
、
食
品
衛
生
夏
季

一
斉
監
視
指
導
を
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
お
宅
で
も
、
食

中
毒
を
起
こ
さ
な
い
ぷ
つ
に
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

デ
イ
ケ
ア
通
所
者
募
集

生
活
相
談
教
室

日
程

各
所
と
も
週
1
日

対
象

区
内
在
住
で
精
神
科
に

通
院
中
の
方

内
容
社
会
復
帰
へ
の
準
備
・
　

対
人
関
係
の
訓
練
に
な
る
リ
　
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
(
ス
ポ
ー

ツ
、料
理
、ゲ
ー
ム
等
)
費

用

無
料

く
わ
し
く
は
、
各
保
健
所
・

保
健
相
談
所
へ
。

7
月
の
献
血

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

日
程

表
2
の
と
お
り

受
付
時
間
い
ず
れ
も
午
前
1
0
　

時
～
午
後
3
時
3
0
分
(
昼
食
　

・
休
憩
時
間
を
除
く
)

問
合
せ
先

葛
飾
赤
十
平
皿
液

セ
ン
タ
ー
　
(
5
6
8
2
)
　
2
8
0
1

、本
庁
舎
(
千
住
)
　

・
保
健
予
防
係
　
(
3
8
　
8
2
)
1
1
1
1

㈹

表2　 献血の日程

みんなの健康
足立保健所　3865- 4151
干住保健所　RMa42
江北像健相談所　i R- 44M
東和保健相談所　3608- 4171
中央本叨保健相談所　3810- 6351
搴疔害( 千住) ・呆健予防m　3882- 1111㈹

知
っ
て
い
ま
す
か

浄
水
器
で
取
れ
る
も
の

取
り
に
く
い
も
の
…
…

浄
水
器
に
は
、
活
性
炭
夕

イ
プ
、
膜
十
活
性
炭
タ
イ
プ

な
ど
が
あ
n
ま
す
。
活
性
炭

は
。
臭
い
を
、
膜
は
鉄
サ
ビ

や
細
菌
を
取
る
と
い
わ
れ
て

い
毒
す
。

□
浄
水
器
で
ど
の
く
ら
い
取
　

れ
る
の
?

国
民
牛
居
セ
ン
タ
ー
の
調

査
(
平
成
2
年
)
に
よ
る
と
、

最
近
、よ
く
衂
耶
れ
て
い
る

膜
十
活
性
炭
タ
イ
プ
の
浄
水

器
(
1
万
円
前
後
)
で
は

▽
カ
ル
キ
臭
、
鉄
は
よ
く
取

れ
る

▽
カ
ビ
臭
は
メ
ー
カ
ー
に
よ

n
差
が
あ
る
。

▽
発
ガ
ン
物
質
と
言
わ
れ
る
　

ト
リ
ハ
ロ
メ
タ
ン
類
は
使
　

い
始
め
は
い
く
分
取
れ
る

が
少
し
使
う
と
取
れ
な
く

な
る
。

と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

実
際
に
区
内
の
家
庭
で
使

わ
れ
て
い
る
浄
水
器
(
活
性

炭
十
膜
タ
イ
プ
)
で
通
常
の

使
い
方
を
し
た
水
を
試
験
所

で
検
査
し
て
み
ま
し
た
。

カ
ル
キ
臭
、

鉄
、ト
リ
ハ
ロ

メ
タ
ン
類
に
つ

い
て
は
、
ほ
ぼ

同
様
の
結
果
で

し
た
。

□
カ
ル
キ
奥
の
　

な
い
水
は
細

菌
も
好
き
　

カ
ル
キ
臭
の

も
と
は
消
毒
に

使
わ
れ
て
い
る

塩
葉
で
、
水
か
ら
カ
ル
キ
奥

が
な
く
な

一
細
菌
は
増
え

ま
す
。

浄
水
器
に
た
ま
っ
て
い
た

水
は
他
に
使
っ
た
り
、
浄
水

器
を
通
し
た
水
は
長
く
保
存

し
な
い
な
ど
配
慮
も
必
要
で

す
。カ
ル
キ
臭
、カ
ビ
臭
は

煮
沸
で
も
取
れ
、ト
リ
ハ
ロ

メ
タ
ン
類
は
数
分
の
煮
沸
の

方
が
効
果
的
で
す
。

<
衛
生
試
験
所
>

使用期間と取れる割合

ス ケッチ
あ だち

〝と
う
き
ょ
う
エ
キ
コ
ン
〟出
演

足
立
シ
テ
ィ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

東
京
駅
丸
の
内
北
ロ
ド
ー

ム
を
利
用
し
て
行
わ
れ
て
い

る

「
と
う
き
ょ
う
エ

キ
コ

ン
」
。
こ
の
エ
キ
コ
ン
(
5

月

2
6日
)
に
足
立
シ
テ
ィ
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
が
出
演
し
た
。

同
コ
ン
サ
ー
ト
の
市
民
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
シ
リ
ー
ズ
の
第
3

弾
と
し
て
登
場
。歌
劇「
セ

ヴ
ィ
リ
ア
の
理
髪
師
」
序
曲

夲
ほ
じ
め
。
若
々
し
い
演
奏

を
披
露
し
満
員
の
客
席
か
ら

盛
ん
な
拍
手
參
受
け
て
い
ま

し
た
。

ア
ン
コ
ー
ル
は
、一
伊
玖

磨
さ
ん
指
揮
で
。花
の
街

。

大
成
功
の
う
ち
に
終
わ
っ
た

足
立
シ
テ
ィ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

初
め
て
の
区
外
演
奏
で
し

た
。

この日、指揮棒を櫪つ
た團伊玖磨さん

晴れ舞台での力いっぱいの演奏

アフタヌーンコンサート

〝おぼろ月夜〟を

全員 で 合 唱

昨
年
の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

で
金
賞
を
受
賞
し
た
「
口
1

ト
ス
ブ
ル
ー
メ
」
と
銀
賞
の

「
マ
ミ
ー
コ
ー
ラ
ス
・
ボ
ナ
」

の
皆
さ
ん
が
、5
月
1
4日
、

区
役
所
杰
7
舎
(
千
住
)
前

で
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ド
を
開
き

ま
し
た

。

「夏
の
思

い
出
」や
「て

ん
と
う
虫
の

サ
ン
バ
」な

ど
6
曲
、さ

わ
や
か
な
歌

声
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
て
く

れ
た
皆
児

は

、
子
育
て

真
つ
最
中
の

お
毋
さ
ん
た

ち
で
す
。

お
昼
の
ひ
と
と
き
、コ
ン

サ
ー
ト
の
最
後
に
は
見
物
の

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
O
L
な
ど

約
聊
人
と
一
緒
に
「
お
ぽ
ろ

月
夜
」
を
合
唱
し
ま
し
た
。

全
員
で
楽
し
い
コ
ー
ラ
ス
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葛西 用水親水水路
3. 5km全線完成! !
水の流れには様々な表情がある

かつては、西の見沼代用水と
ともに、足立区の農榮を支えて
いた葛西用水。その役割は移り
変わり、今日では街と人々に潤
いと安らき・をもたらす。親水水
路として再生しています。甬t
紹3. 5㎞に及ぶ葛西用水親水水路
は、昭和62年に工事に蕭于、5
年の年月をかけて段階的に整備
し。このほど葛飾区との塊から
埼玉県塊まで、全繃が完成しま
したS これを記念して7 月19日1
日 「こは、「親水まつり」も行
います。そこで今回は、全線を
通して水と緑の様々な表情をた
どってみました。

サ
ウ
ル
ス
っ
て
ギ
リ
シ
ャ

語
で
ト
カ
ゲ
の
こ
と
だ
よ

中

川

緑

道

啝
和
籾
水
い
同

で

柬
へ
向
き

状
じ
り
線
の

歩
逎
哄
を
妲
れ

を
友
え
、
す
ぐ
守

の
べ
力
村

は
、
巾
川
縁
心

巾
出
四
丁
貝
・

落
し
税
収
余
心
を
咲
切
っ
て
燬

に
6
を
ま

す

「
パ
ン
ダ
の
・莖
味
は
な

に
9

・
」、
一
マ
ク
ロ
が
簾
す
る
距
雌

は
ど
れ
く
ら
い
9
一
一

こ
の

縁
遜
に
沿
う
巾
川
公
園

の
工
事
唱
叫
い
に
は

、恐
・
眞
や
、

様
々
な
動
物
や
ク
イ

ズ
形
八
の

霞
問
が
柚
か
れ
て
い
ま
す
。
ま

た

、
人
き
な
地
球
儀
の
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
な
ど
も
・設
跨
、
歩
く
こ

と
が
学
習
す
る
こ
と
に
お

る

と
い
う
、
ち
ょ
っ
と
向
白
い
空

間
を
つ
く
り
卜
し
て
い
ま
す

。

う
な
み
に
、

パ
ン
ダ
は
ネ

パ

ー
ル
痢
で

λ
き

耶
蚕

べ
る
も

の
I
と
い
う
愆
阮
、
マ
ク
ロ
は
1

力
阿
に
5
千
柚
も
泳
ぎ
ま
す

工事用囲いに描かれた思竜の壁画

環七から見た大谷田陸橋

水路にすみついたカルガモ

干
嶄
枚
の
絵
タ
イ
ル
も
あ
る

柬
和
親
水
公
園

カルガモ、噴 水、橋、桜並木など

中流ゾーン約1, 900m( 花畑 川～環 七交差部)

導
水
管
に
は
数
多
く
の
コ
イ
か

い
る
と
の
こ
と

。
堰
(
せ
き
)

に
爪
'心
を
設
け
ま
し
た
の
で

、

水
路
の
あ
ち
こ
ち
で
コ
イ
の

ぶ

か
し
ら
れ
る
て

し
ょ
う
。

1
流
ぶ
佐
野
叭
に
、
こ
れ
ま

で
に
な
い
形
を
し
た
噴
水
が
お

目
り
凡
し
ま
し
尽

よ
ど
み
な

く
流
れ
る
狄
と
の
共
朗
、
庫
感

が
い
っ
は
い
で

す

さ
ら
に
上

汽
で
は

、
山
の
つ
り
叭
か
か
か

っ
て
い
た
り
、
蒸
気
機
関
車
の

遊

が
あ
っ
た
り
、
印
象
に
岐

る
ホ

ず
ン
ト
が
生
ま

れ
ま

し

仁
汽
れ
も
、
花
闥
川
突
き
肖
た

り
の
祐
収
吹
で
、
葭
と
な
っ
て

岩
を
薦
ち
た
り
、
さ
ら
き

ら
呎

れ
る
せ
せ
ら
ぎ
だ
っ
た
り
と
、

変
叱
に
富
ん
で
い
ま
す

展望台から中流
ゾーンを望む

歴
史
を
見
つ
め
新
た
な

文
化
を
創
造
す
る

郷
土
博
物
館

こ
の

ゾ
ー

ン

は

長

く

て

単

調

と

な
り

や

す

い
の

で

氷

路

心

い

の
'
公
八

施

設
と

連

動

し

た

拠

点

県

価
を
一り

い

、
特

哨

を

山

し

て

い

ま
す

口

っ
す

ぐ

な

水

路

黔
ほ

さ
む

哩

地

帯
は

、

水

辺

を

彩

る

グ
リ

ー

ン

ベ
ル

ト

で

も

あ

り

、

秡
へ

と

な

っ
て

い

る

頤

の

時

叫

か
間

莅

さ

れ
ま

ず

-
a
月
初
め
、下
流
部
扁
七
寄

り
の
教
か
に
カ
ル
ガ
モ
か
す
み

つ
耋
ぶ
し
た
そ
の
う
ち
エ
サ

を
も
ら
っ
た
り
、兮
て
は
す
り

か
り
ふ
学
生
た
ち
の
ア
イ
ド
ル

で
す
水
駁
の
石
の
間
に
身
を

丹
め
石
い
た
数
セ
ン
チ
の
(

セ
環
七
夕
-
I
Q
邵
の
下
を
砲
る

巾
流
ゾ
ー
ン
の
テ

ー
マ
は

「
衣
と
卜
史
と
の
ふ
れ
あ
い
こ

そ
の
喩
徴
と
も
い
う
べ
き
厠
汲

が

、
ほ
ほ
中
間
地
点
に
匳
罔
し

て
い
る
町
十
叫
物
館

大

谷
Ⅲ
5
-
2
0
-

―
)
で
す

現
倥

、
皀
溺
冥

「
あ
た
ち
の

川
よ
路

」
を
川
催
中

口
ヽ
沼
代

田
私
と
嶇
内
胴
水
の
歴

史
的
な

貶
胴
や

侈
り
食
わ
り
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
資
糾
を
7

川
1
9

口
ま
で

展
乙
し
て
い
ま
す

尭
7
月
1
9
月
に
は
、t

土

哮
物
配
を
巾
央

会
場
と

し

て

、
亟
和
刈
収
『公
園
な
ど
を
処

に

、
此
内
用
水

一
睨

収
ま
つ

り
」を
ほ
い
ま
す
。こ
れ
は
、

親
木
瓜
M
g
n
線
冗
成
を
郵
。-

し
た
も
の
で
、
「八
a
山
地
ド
通

卜
剛
通
式
卵
や
五
男
紀
へ

の
灯
火
の
弓
一
(
仮
称
`
完
戊
八

典
と
と
も
に
、ふ
れ
あ
い
動
初

園
、黄
山
ぷ
パ
レ
ー
ド
、
池
心

乱
入
団
休
に
よ
る
洌
し
踊
呂

ど
、
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
I
t
疋

し
て
い
ま
す

な
お
、
こ
の
覡
t
ま
つ
○
・

は

、
卜

割

園

周

年

記
乞

甲

貰

の

第
1

幕

と

し
て
6

う

も

の

で

す

く
わ
し
く

は
、巾
公
ぷ
瓦

f
壽
・
冫
皿
調

整
課
昔
ゴ

・
8
8
0
`
[
`
J
り

U
I

へ

木も れ日を浴ぴる
佐野いこいの驫

-

佐 野 嚏 の 噴 水

・あだちの用水路 闘催中
の卿土博初眤

工J コ丑

テ
ー
マ
は
水
と
生
物
と
の
ふ
れ
あ
い

上流ゾーン約800m
( 垳 川～ 花畑川)

こ
の

地
城
に
は
、
乙
く
の

勁

冏
や
垳
川
か
あ
り
、
ま
だ
自
然

が
残
J
。て
い
る
持
澂
を
生
か
し

て
祭
㈲
～

し
た

忙
川
川
よ
?

に凡
に
は
、
ち

び
っ
こ

憤
が
か
か
り
、
―
隴
ソ
F

ン
の
ふ
拠
点
と
し
て
、
む
と

ふ
れ
あ
え
ま
す

ま
た
、
M
I

流
乱
に
は
。
水
生
卵
初
を
哂
え

て
、
ト
ン
ボ
等
の
牛
口
ぷ

叫
能

な
環
境
を
酊
り
、
乍
物
と
の

ふ

れ
あ
い
の
旭
点
と
～

し
た

こ
の
ほ
か
、
次
か
呑

か
に
た

た
え
た
つ
り
堀
ゾ
ー
ン
、
ど
っ

し
り
し
た
『卜
叭
、
7
川
な
ら
陋

み
、
恥
と
接
す
る
こ
と
の
で
き

る
池
水
ゾ
ー
ン
な
ど
ご
心
れ
に

窟
化
を
り
え
て
い
ま
す

さ
ら
に
心
へ
迎
む
と
ほ
ご
な

く
、
山
川
劭
い
に
氛
憫
さ
れ
た

伸
明
・
六
よ
心
七

心
と
出
'一‥
い

ま
す

こ
こ
て
啝
西
い
ず
れ
の

コ
ー
ス
聚
詆
ん
で
も
、
乱
会
の

申
と
は
思
え
な
い
よ

う
な
″
采

が
茂
る
散
7
路
へ
と
続
き
、
快

夕
一
な
口

然
什
験
と
な
る
こ
と
は

川
違
い
な
い
で
し
よ
」つ

上
鹿
部
の

親
水
ゾ
ー
ン
で

遯
ぶ
子
供
た
ち

大木が茂る神明・六木遊歩酒

上 流 ゾ ー ン の 流 れ　

‥ 一一

中飛ソーンのつり橋

流
れ
が
街
並
み
に
と
け
合
っ
た

下流ゾーン約800m
( 環 七交差部～東和 二丁目)

卮

と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
」

が
テ

ー
マ
の
。卜
吮
ゾ
ー
ン
は

、

叶
宅
や
n
t

。が
密
集
し
て
い
る

地
域
の
、
肖
虫
な
オ
ー
フ
ン

ー

ス
ヘ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す

。

ア
モ
ー
ル

火
和
a

石
山
に
叭

く
哦
下
流
に
は

、
水
の
シ
ン
ボ

ル
と
な
跫

う
に
、
韵
郤
6

皿

宗

叭
や
噴
水
、
四
手
の
廿
啝
。

が
心
町
す
る
ア
1

チ
ゲ
ー
ト
な

ど
か
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
中
間
ぶ
で
隣
接
コ
る

東
和
親
水
公
園
I

剛
1

旦

は
水
路
と
の
調
印
を
図
っ
た
公

咫
で
、
・り
教
が
1
6岡
、
ぷ
し
け

に
教
を
噴
い
て
い
ま
す
。

完
便
吮
9
』皿
を
‥裃
て
い
る
卜

皿
ゾ
ー
ン
、
碵
え
込
み
の

楝
は

票
く
、
人
片
の
f
の
色
高
い

も

落
ち
石
窟

川
し
て
、
沍
ね
は

す
っ
か
り
銜
皿
み
に
と
け
べ
‥
つ

て
い
ま
す

葛西用水親水水路メモ
延長　約3, 500m
幅 員　約7m
水路幅　平均3m
水 深　平均0. 2～0. 6m
水 源　花畑川

下 流 ゾ ー ン の 流 れ

水 蜜 と 噴 水 は 水 の シ ン ボ ル

21世紀への灯火の塔(仮称)と地下通路 環七交差部に建設
水
郵
と
環
匕
と
の
食
耳
部

は
、t
心
と
X
心
か
7
路
線
集

ま

る

人

交

差
心

で

す

こ

の

北

川

に

叩

火

の
イ

メ

ー

ジ
で

デ

ザ

イ

ン

し

た

、
・
咼
さ
2
6
1

の

・
j

皀

紀
へ

の

句
火

の

哂

」

餃

吋

を

迂

湎

し

ま
し

た

旭
卜
9
屏
の
I
展
や
台
か
ら
、

遠
く
ま
で
延
び
て
い
る
水
路
を

見
渡
す
こ
と
が
で
煢
ま
す
、吹

に
は
、聖
の
炎
に
5
た
る
上

郎
が
七
フ
y
イ
(
I
で
占
皿
し

た
り
、り
の
内
卜
か
ら
・
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
た
り
、水
路
ば
か

り
で
な
く
地
域
t
体
の
ヽ
ン
ン
ポ

ル

と
し

て

哺

き
ま

す

J吏

心
、

複

雑
な

食

差

点
て

の

し

き
皿

を

安

瓶

・
皿

利

に
す

る

た

め

、
汪
ぽ
祐

肩
の

止

行
£

川

地

卜

他
が

耶
蔡

渮

し

ま

し

た

巾

イ

ス

田

の

ス

ロ

ー

プ

を

設

け

、
・卜
七

巾
W

明

の

叩

軸

渦
を

出

隰
に

二

置

、

湎
学

時

な

ど
、

こ

ね
て

が

し
し

て

同
一り

で
き

ま

す

秕
気
の
‘
抑
い
冂
の
敵
私
が
八

町
き
と
い
『
つ
り‥
慳
T
屮
「
し
ん

丐
い
I
廴
谷
田
一
リ
3
歳

に
な
る
。
j
の
み
ど
り
ち
ゃ
ん

と
か
お
り
ち
ゃ
ん
が
、
冫
工
乱

の
刳
陽
に
あ
る
大
型
帆
船
の
遊

0
-
て
ぞ
ん
て
い
ま
し
た
唱
か

・兄

吸
し

た
・
り
r

つ
て

み

た

い
て

す

ね

ぷ

し
み

に

し

て

ま
す

と

、
お

り

さ
人

べ
I
か

ら

心
呀

ち
に

し

て

い

ぶ
う

て

し
た

、

聖火をイメージした21
世紀への灯火の塔

遊
具
で
遊
ぶ
か
お
り
ち
ゃ
ん

叭
と
み
ど
り
ち
ゃ
ん

身
近
な
水
と

緑
に
親
し
む

蒿
西
田
な
覡
t
衣
路
を
、
孛

か
ら
凡
へ
ざ
っ
と
た
と
ご

み

ま
し
た

驚
く
の
は
、
吁
々
な
八

哨
で
流
れ
る
ぺ
司

の
呱
り
や

俘
ヽ
か
ら
縊
へ
か
ら
兒
る
盾
の

吸
に

飽
き
る
こ
と
が
な
い
こ

と
で
I

ふ
川
や
叭
卜
い
こ
い

の
4
・
叭
町
1
3
1

へ
卜
邸
り

学

の
も
y‥
に
な
り
ま
せ
ん

勹
の
季
皿
、
靫
と
り
に
八
し

む
に
は
ち
ょ
う
ど
良
い
こ
ろ
劭

い
で

す
、
ゆ
っ
く
り
瘤
い
て
千
I

コ
ー
ス
、
お
以
に
入
り
の
跼

所
が
に
つ
か
る
か
も
し
ね
ま
せ

ん
、ま

ず
は
、
身
辺

な
と
'
一
ろ

で

、
衣
と
り
に
ふ
れ
あ
っ
て
み

て

は
い
か
が
て

す
か

神明水の贔公園
風車広場

スケッチ
あだ ち

ボ クたちの 田植え体験
5
月
1
1
H
、
渕
昌
帚
示
学
校
5

卵
生
6
9
人
と
、
竹
の
嗤
北
ふ
学
校
-
a

・
G

圧

生

卵
人

が

、

学
Q

守

の
増

川

哨

さ

ん
の

水

剛

を

借
り

、

田
碵
‘

え

の

体

験

を
し

ま

し

た

飛
叨
に
一
の
持
ち
が
や
嘖
え
屶
を

耳
え
て
も
ら
い
、
い
ざ
水
川
へ
初

め
て
の
こ
と
に
、
二
持
ち
恆
い
な
あ

I
な
ぐ
ご
い
い
な
が
ら
、
コ
シ
ヒ

カ
リ
の
い
m
を
つ
?
』
つ
り
凡
て
い

き

ま
し

た

叺
に

は

、
ふ
卮

自

分

た
ち

の
L

で

心

代
し

、

お

に

ざ
り

を
つ

く

る

ン

ー疋

と

の
こ

と

ど
ん

な

味

か
す

る

か

へ

か
ら

呎

し
み

で

す

たのしい
ミニコンサート

5 月23日/ 大谷田幼稚園

ほら、これがサキソフ了ンだよ

芸が光る区民芸能大会
5 月23日/ エ ル・ソ フィア

パ
チ
(
チ
(
チ
、わ
あ

I
大
き
な
歐
声
と
罷
丁
の

申
で
、笵
Ⅲ
を
受
け
と
る
サ

キ
ソ
フ
ォ
ン
々
黔
の
人
t

郎
さ
ん
と

、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の

波
川
野
戦
f

さ
ん

八
石
田
幼
稚
園
一
卜

わ

ね

た
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ド
で
力

倚
で
す
。

こ
ね
は
、
孑
似
た
ち
の
き

哇
を
介
て

、
片
匙
に
親
し
ん

で

も
ら
う
こ
と
と
、
旭
域
に

聞
か
ね
だ
り
竹
図
を
目
片
し

毎
汢
し
っ
て
い

る
も
の
で

、

卜
問
で
1
5
回
目

父
口
の

卜

判
も
こ

、の
よ
う
で
す

≒
卜
は
演
劈
の
ほ
か
に
、

じ

欠

冫

屈

に
ふ
ね
た
り
、

朝
か
ら
哨
ま
で
の
で
き
こ
と

か
汽
で
癶
川
し
た
り
と
、
り

齠
な
ワ
ロ
ク
ーソ
ム
j

賤
た

ち
は
、
口
谿
に
サ
キ
ソ
ノ
彳

ン
と
匕
ア
ノ
の
卜
已
に
涯
。き

气
つ
で
い
ま
し
た

囗
こ
ろ
r

い
た

の
ど
・
や
「
踊

り

を
陂
3
し
'
一
を
競
い
介
お
う

と
'
囹
紕
、
叫
廴
の
り
が
り
・川
し
ま

し

た

み
て
ョ
聞
い
て
ョ

参
加
し
て
ョ

わ
た
し
か
ら
あ
な
た
へ

そ
し
て

み
ん
な
で

6
冂
-
‘
囗
西
破
邪
ポー
・
フ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と

弘
心
一
学
校
夲
螽
岬
と
し
て
ご
弔
G
圈
t
ヤ
χ
ホ
ラ

ン
テ

‘・
ア
ま
り
り
か
聞
昨
さ
れ
ま
し
た

‘
一
れ
は
、
ポ
ー
ツ
ン
・
f
ぞ
ア
滷
虻
の
溥
眤
も
う

・
悶
輿
の
躙
と
し
て
し
わ
れ
て
い
る
も
の
ト
ヴ

K
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
冲
こ
口
一
幺
に
I
I
り
・
7
4
司
y
さ
ん

は
、
・
ぼ
内
で
個
々
に
活
動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
r
ア

ク
ル
ー
フ
刈
0
1
の
、
そ
し
て
区
民
の
‥
‘
y
ヽ
と
の
山
二

い
の
坦
と
な
れ

は
…

と

り
。
目
は
、
川

ヽ
9
賤
芬
W
や
チ
"

リ
テ
f
-
(

ザ
廴

巾
で
ス

を
ゆ
う
た
ポ
リ

シ
ーで

。ア
ッ
リ

ー
な
ど
が
O

わ

汨

、
!
、圧
心
の

う
ち
に
萌
を
閇

じ
ま
し
た

手話を交わして先へ進む
ボ ラ ン テ ィ ア ラ リ ー

舎
人
公
園
で
誕
生

ほほえましいカモの親子

・
り
凵
卜
Q
力
弓
じ
y
、'
(
陶

の

鼎
4

り

か
え

っ

て

間

も
な

い
1
6

羽

の

カ
ル

ガ
モ

の

ひ

な
か

器
町

に

甌

い

で
い

ま

し

た

ゼ
ン

マ

イ

斤
皿

け

で

勣
く

お

も

ち

ゃ
の

よ

う

な

廾

ガ

モ

た

ち

、・
お
賍

さ
ん

に

く

っ

つ

い
て

り

く
の

か

か

わ
い

い

ん

だ

、
ま

た
こ

ね
か

と

い

う
厄

所
の

お
k

λ

の

皿
'
ぎ
に

、
す

べ
て

が

二

ま

わ
て

い

ま
す

み

ん

な

ぶ

β

旨

つ

と

い
い

で

す

ね
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福

祉

児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養

手
当
の
申
請
を

区
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の

児
童
を
扶
養
し
て
い
る
方
に
支

給
さ
れ
ま
す
。該
当
す
る
方
は
、

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

□
児
童
扶
養
手
当

1
8歳
未
満
(
中
慶
以
上
の
障

害
の
あ
る
児
童
は
2
0歳
未
満
)

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

兎

罵
▽
父
母
が
離
婚

▽
父
親
が

死
亡

▽
父
親
が
生
死
不
明

▽
父
親
に
1
年
以
上
遺
棄
さ
れ

て
い
る

▽
父
観
が
法
令
に
よ

り
1
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る

▽
父
親
が
い
な
い
(
母
観
が

婚
姻
に
よ
ら
ず
懐
胎
し
た
児
童

で
父
親
か
ら
認
知
さ
れ
て
い
な

い
)

▽
父
観
が
重
度
の
障
害

(身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級

程
度
)

※
次
に
該
当
す
る
方
は
、
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

▽
所
得
が
制
限
額
以
上
の
方

(お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
)

▽
公
的
年
金
受
給
者

▽
児
童

が
父
母
の
死
亡
時
で
公
的
年
金

を
受
給
し
て
い
る
、
ま
た
は
加

給
対
象
と
な
っ
て
い
る
▽
児

童
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る

手
当
月
額
▽
児
童
人
…
3
　

万
8
千
2
2
0
円
(
一
部
支
給
制
　

限
2
万
5
千
5
9
0
円
)
▽
2
人
　

目
は
5
千
円
、3
人
目
以
降

は
2
千
円
加
算

※
昭
和
6
0
年
8
月
1
日
以
降
に

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
要
件
に

該
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
方

は
、正
当
な
理
由
が
な
く
5
年

以
上
手
当
の
請
求
を
し
な
い

と
、
認
定
請
求
が
で
忝
な
く
な

り
ま
す
。

□
特
別
児
童
扶
養
手
当

2
0歳
未
満
で
心
身
に
重
度
ま

た
は
中
度
の
障
害
が
あ
り
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児

童
。

▽
精
神
薄
弱
(
愛
の
手
帳
1
～

3
度
程
度
)
▽
身
体
障
害

(
障
害
者
手
帳
I
～
3
級
程
度
)

※
次
に
該
当
す
る
方
に
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん

。

▽
所
得
が
制
限
額
以
上
の
方
　

▽
障
害
を
理
由
と
す
る
公
的

年
金
を
受
給
中
の
児
童
▽
児

童
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る

手
当
月
額
▽
重
度
…
4
万
6
　

千
剳
円
▽
中
度
…
3
万
9
3
0
円

申
騎
・
問
合
せ
先
本
庁
舎
　
千

住
)
・
児
童
助
成
係

福
祉
事
務
所
の

相
談
ご
案
内

□
生
活
に
お
困
り
の
方
に

椚
気
な
ど
で
勳
け
な
く
な
っ

て
収
入
が
減
り
、
生
活
費
や
医

療
費
な
ど
で
お
困
り
の
方
に
。

生
活
保
護
の
制
度
が
あ
り
ま

す
。

□
高
齢
者
の
方
に

老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
、
家

庭
奉
仕
貝
等
の
派
遣
、
日
常
生

活
用
具
の
給
付
な
ど
の
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

□
身
体
に
障
害
の
あ
る
方
に

家
庭
奉
仕
員
等
の
派
遣
、
身

体
障
害
者
手
帳
の
交
付
、
補
装

貝
や
更
生
医
療
の
給
付
な
ど
の

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、る
つ
あ
の
方
に
は
、

専
門
の
手
話
通
訳
者
が
相
談
の

お
手
伝
い
を
し
ま
す
。日
時
は

毎
月
第
4
木
曜
日
(
祝
日
の
場

合
は
翌
日
)
、午
後
1
時
～
4
時

で
す
。

□
精
神
薄
弱
者
(
児
)
の
方
に

精
神
薄
弱
者
(
児
)
の
援
護
施

設
へ
の
入
所
、
愛
の
手
帳
の
交

付
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

□
母
子
家
庭
の
方
に

相
談
2
0
歳
禾
員
の
児
童
の
い

る
母
子
家
庭
の
経
済
上
の
問

題
、
児
童
の
就
学
等
の
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

貸
付
制
度

経
済
的
自
立
の
手

助
け
の
た
め
に
。
事
業
開
始

・
継
続
資
金
、
住
宅
資
金
お

よ
び
就
職
・
就
学
支
度
金
な

ど
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

母
子
寮

生
活
上
の
い
ろ
い
ろ

な
問
題
を
抱
え
、
児
童
を
十

分
に
養
育
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
母
子
家
庭
の
方
に
、
母

子
寮
入
所
制
度
が
あ
り
ま

す
。

ひ
と
り
親
家
庭
休
養
ホ
ー
ム
　

指
定
の
国
民
宿
舎
等
を
年
2
　

泊
、
無
料
ま
た
は
低
額
な
料

金
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

□
女
性
の
方
に

夫
の
酒
乱
、
暴
力
行
為
な
ど

か
ら
逃
れ
て
一
時
的
に
保
護
を

求
め
る
女
性
や
、
様
々
な
問
題

を
抱
え
て
困
っ
て
い
る
女
性
を

対
象
に
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

□
家
庭
内
の
問
題
で
お
困
り
の

方
に

家
庭
相
談
家
庭
相
談
酬
が
、　

家
庭
内
の
い
ろ
い
う
な
問
題
　

に
つ
い
て
相
談
を
受
け
付
け
　

て
い
ま
す
。相
談
日
時
は
、　

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
の
午
　

後
1
時
～
5
時
で
す
。

児
童
相
談
児
鴛
福
祉
司
が
、　

子
ど
も
の
養
育
や
障
害
な
ど
　

の
問
題
に
つ
い
て
、相
談
を
　

受
け
付
け
て
い
ま
す
。相
談
　

日
時
は
、毎
週
月
・
木
曜
日
　
　

(
中
部
福
祉
事
務
所
は
木
曜
　

日
の
み
)
の
午
前
9
時
～
正
　

午
で
す
。

※
相
談
日
時
は
、指
定
の
あ
る

も
の
を
除
き
月
～
金
曜
日
の
午

前
9
時
～
午
後
5
時
で
す
。◎

相
談
・
問
い
合
わ
せ
は
、
い

ず
れ
も
管
轄
の
福
祉
事
務
所

(表
1
)
へ
。

出
産
費
用
に

お
困
り
の
方
へ

妊
産
婦
を
か
か
え
る
家
庭

が
、
経
済
的
理
由
で
出
産
費
用

を
支
払
う
こ
と
が
困
難
な
場

合
、
無
料
ま
た
は
安
い
費
用
で

入
院
・
出
産
の
で
き
る
「
入
院

助
産
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

次
の
条
件
を
満
た
す
方
は
、

事
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
妊
娠
7
ヵ
月
以
上
の
区
民

▽
前
年
度
分
特
別
区
民
税
が
非

課
税
、
ま
た
は
前
年
度
所
得

税
額
が
1
万
6
千
瞋
円
以
下

の
世
帯

く
わ
し
く
は
、
各
福
祉
事
務

所
(
表
1
)
へ
。

ひ
と
り
親
家
庭

医
療
費
助
成

ひ
と
り
観
家
庭
医
療
費
助
威

制
度
は
、
保
険
診
療
に
よ
る
医

療
賢
の
自
己
負
担
額
分
を
助
成

す
る
制
度
で
す
。
該
当
す
る
方

は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

助
成
を
受
け
ら
れ
る
方
区
内
　

に
庄
所
が
あ
る
医
療
保
険
の
　

加
入
者
で
、次
に
該
当
す
る
　

児
童
(
1
8
歳
に
な
っ
た
年
の
　

年
度
末
ま
で
該
当
。2
0
歳
末
　

満
で
中
度
以
上
の
障
害
の
あ
　

る
児
童
を
含
む
)
と
、そ
の
　

児
童
を
養
育
し
て
い
る
ひ
と
　

り
観
家
庭
の
方
▽
父
ま
た
　

は
母
が
死
亡
▽
父
母
が
離
　

婚
▽
父
ま
た
は
母
が
生
死
　

不
明
▽
父
ま
た
は
毋
が
莖
　

度
障
害
▽
父
ま
た
は
毋
に
　

1
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
　

▽
父
ま
た
は
毋
が
法
令
で
　

1
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
　

▽
父
が
い
な
い
(
母
が
婚
　

姻
に
よ
ら
ず
懐
胎
し
た
児
童
　

で
父
に
認
知
さ
れ
て
い
な

い
)

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
戸
籍

謄
本
(
申
謂
者
・
児
童
)
1
　

通

▽
健
康
保
険
証
(
申
請

者
・
児
童
)

▽
印
か
ん
　

▽
身
体
障
害
者
手
帳
・
愛
の

手
帳

▽
昨
年
1
月
2
日
以

降
足
立
区
に
転
入
し
た
方

は
、
前
住
所
地
の
区
市
町
村

長
発
行
の
平
成
3
年
度
所
得

証
明
書
(
児
童
扶
養
手
当
用
)
　
1

通

▽
足
立
区
に
住
民
登

録
の
な
い
方
は
、
続
柄
の
記

載
の
あ
る
世
帯
全
員
の
住
民

票
1
通

児
童
扶
餮
手
当
受
給
者
が
申
請

す
る
場
合
に
必
要
な
も
の

▽
児
童
扶
養
手
当
証
書
▽
　

健
康
保
険
証
▽
印
か
ん

医
療
費
助
成
の
対
象
外
の
方
　

▽
生
活
保
護
受
給
中
の
方
　

▽
心
身
障
害
者
医
療
証
の
交
　

付
を
受
け
て
い
る
方
▽
所
　

得
制
限
額
以
上
の
方
▽
児
　

童
福
祉
施
設
等
に
入
所
の
方

申
請
・
問
合
せ
先
本
庁
舎
　
(
千

住
)
・
児
童
医
療
担
当

リ
ハ
ビ
リ
訓
練
を

し
て
み
ま
せ
ん
か

脳
卒
中
や
事
故
、難
病
な
ど

で
、身
体
が
不
自
由
に
な
り
機

能
回
復
や
言
葉
、日
常
生
活
の

こ
と
で
悩
ん
で
い
る
方
、当
セ

ン
タ
ー
の
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
に
通

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
次
の
ぷ
つ

な
訓
練
を
行
っ
て
い
李
T
。

▽
麻
痺
(
ま
ひ
)
し
た
手
足
の

回
復
を
は
か
る
訓
練

▽
再
発
予
防
や
機
能
維
持
の
た

め
の
健
康
管
理

▽
言
葉
の
不
自
由
な
方
や
失
語

症
の
方
が
、
う
ま
く
話
せ
る

た
め
の
言
語
訓
練

▽
自
助
具
な
ど
を
利
用
し
て
料

理
を
作
る
等
の
。
家
事
動
作

訓
練

▽
編
み
物
な
ど
の
趣
味
を
み
つ

け
る
た
め
の
訓
練

▽
作
業
を
行
っ
て
就
労
を
め
ざ

す
訓
練

▽
更
衣
動
作
や
入
浴
動
作
等
を

ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た
め
の
訓

練
▽
交
通
機
関
利
用
や
移
動
動
作

を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た
め
の

訓
練

▽
そ
の
他

理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、

言
語
療
法
士
等
、
リ
ハ
ビ
リ
専

門
職
員
が
、
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。自

力
で
通
え
な
い
方
は
、
送

迎
バ
ス
も
利
用
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

▽
東
部
障
害
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー
　
(
5
6
　
8
2
)
5
3
7
0

▽
西
部

障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
　
(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

※
国
道
4
号
線
(
日
光
街
道
)

の
東
側
お
よ
び
千
住
地
区
に
お

住
ま
い
の
方
は
東
部
へ
、
西
側

お
よ
び
小
台
・
新
田
・
宮
城
地

区
の
方
は
西
部
へ
お
問
い
合
わ

せ
ぐ
だ
さ
い
。

表1　 福祉事務所一覧

教

育

外
国
人
学
校
の

児
童
・
生
徒
の

保
護
者
の
方
に

補
助
金
を
支
給

区
で
は
、
平
成
4
年
度
か
ら

外
国
人
学
校
へ
児
童
・
生
徒
を

通
学
さ
せ
て
い
る
保
護
者
の
方

に
、
学
資
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
補
助
金
を
支
給
し
ま
す
。

補
助
金
を
受
け
ら
れ
る
保
護
者

児
童
・
生
徒
が
義
務
教
育
に

凖
ず
る
教
育
を
す
る
外
国
人

学
校
に
在
籍
し
。
授
業
料
を

納
入
し
た
保
護
者
で
、
平
成

4
年
4
月
1
日
以
降
引
き
続

き
足
立
区
に
外
人
登
録
ま
た

は
、
住
民
登
録
を
し
て
い
る

方
補
助
金
の
額

児
童
・
生
徒
1
　

人
に
つ
き
月
額
6
千
円

支
給
時
期
年
2
回
(
4
月
～
　

9
月
分
を
1
0
月
に
、
1
0
月
～
　

3
月
分
を
3
月
に
支
給
)

申
請
方
法

▽
足
立
区
内
の
外

国
人
学
校
に
在
籍
す
る
児
童

・
生
徒
の
保
護
者
は
、
学
校

か
ら
の
指
示
に
し
た
が
っ
て
　

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
　

▽
足
立
区
外
の
外
国
人
学
校
　

に
在
籍
す
る
児
童
・
生
徒
の
　

保
護
者
は
、
本
庁
舎
(
千
庄
)
　

私
学
振
興
担
当
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い

申
請
に
必
要
な
も
の
▽
在
籍
　

証
明
書
(
区
所
定
様
式
の
も
　

の
)
▽
保
護
者
名
義
の
預
　

金
通
帳
(
郵
便
局
除
く
)
、
口
　

座
振
込
の
番
号
確
認
に
必
要

な
た
め

▽
印
か
ん

申

請
・

問
合
せ
先

本
庁
舎

♀

庄
)
・
総
務
課
私
学
振
興

担
当

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

指
導
者
保
険
の

更
新
に
つ
い
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者
保
険

は
毎
年
7
月
1
日
に
自
動
的
に

更
新
し
ま
す
。
た
だ
し
、
団
体

の
代
表
者
が
変
更
に
な
っ
て
い

る
場
合
は
代
表
者
変
更
届
が
必

要
で
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ

し
な
お
、
新
規
加
入
は
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

連
絡
・
問
合
せ
先
本
庁
舎
　
(
千

住
)
・
生
涯
教
育
推
進

課
計
画
係

経

営

中
小
企
業
融
資

利
率
の
引
き
下
げ

区
で
は
、
中
小
企
業
の
皆
さ

ん
の
、
資
金
計
画
の
手
助
け
と

し
て
、
中
小
企
業
融
資
(
運
転
資

金
、
設
備
資
金
等
)
の
貸
付
あ
っ

せ
ん
利
率
を
、
7
月
1
日
融
資

実
行
分
よ
り
、
現
行
の
6
.
0
%か

ら
5
.
3
%に引
き
下
げ
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
舎
・
融
資
係

(
3
8
8
0
)
5
1
9
1

ひ
ろ
ば

※
先
着
順
で

、
1
団

体
1

事
業
、
3

カ
月

間
再
掲
戴
不
可
。

【
投
稿
規
程

】

サ

ー
ク
ル
情
報
、催
し
物
な
ど
の
案
内
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
/
営
利
・
宗
教
・
政
治
目
的
の
も
の
、会
費
が
月
額
3

千
5
0
0
円
を
超
え
る
も
の
、投
稿
内
容
が
不
聘
な
も
の
は

掲
載
で
き
ま
せ
ん
/
先
者
順
/
―
団
体
―
事
業
/
3
ヵ

月
間
再
掲
載
は
不
可
/
原
稿
は
手
短
か
に
李
と
め
、住

所
、氏
名
、電
話
番
号
、団
体
名
、費
用
(
金
額
・
使

途
)
、電
話
連
絡
先
を
明
記
し
て
、郵
送
ま
た
は
持
参
/

採
否
は
連
絡
し
ま
せ
ん
/
掲
載
後
の
肖
任
は
負
い
ま
せ

ん
/
締
め
切
り
は
、発
行
日
1
カ
月
前

投
稿
・
問
合
せ
先
本
庁
舎
(
千
佳
)
・
広
報
課
〒
1
2
0
　

千
住
1
-
4
-
1
8
　
(
3
8
8
2
T
I
I
I

㈹

=
催
し
物
=

☆
ち
び
っ
こ
農
業
教
室
7

月
2
5日
(
土
)
、午
前
9
時
か

ら
/
入
谷
中
郷
公
園
/
無
料
/

弁
当
、
水
筒
、
軍
手
、
レ

ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
持
参
/
観
子

(小
学
生
以
下
)
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
(
抽
選
匸
/

住
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
親
子

の
氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
、

「J
A
足
立
ち
び
っ
こ
雄
業

教
室
」と
明
記
、返
信
面
の

あ
て
名
も
記
入
し
、7
月
7

日
(
必
着
)
ま
で
に
/
J
A

東
京
中
央
会

農
業

振
興
部

(
〒
1
5
1渋
谷
区
代
々
木
2
-
1
0
1
1
2

南
新
宿
ビ
ル
7

鵬
)
　
(
3
3
7
0
)
8
3
4
1

☆
足
立
区
農
産
物
共
進
会
7

月
4

日
(

土
)
/

正
午
か

ら
、
展
示
観
覧
/

午
後
2
時

か
ら
野
菜
無
料
配
布
、
低
廉

即
売
/
車
で
の
ご
来
場
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
/

足
立
農
協

本
店

(
3
8
8
7
)
7
5
0
1

☆
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

教
室
7
月
5
日
百
)
、午

前
9
時
～
午
後
1
2
時
3
0
分
/

小
学
生
対
象
/

佐
野
体
育
館
/

無
料
/

下
川

(
3
8
9
8
)
4
5
6
2

掲示板

□
無
料
法
律
・
法
務
総
合
相
談

日
時
7
月
9
・
1
0
日
、午
　

前
1
0時
I
午
後
4
時

籘

付
は
午
後
3
時
ま
で
)

場
所

西
武
百
貨
店
池
袋
店

7
階
「
く
ら
し
の
相
談
コ

ー
ナ
ー
」

内
容

法
律
・
公
正
証
書

(遺
言
等
)
の
作
成
、
人

権
問
題
(
い
じ
め
、
体
罰

含
む
)
、登
記
、戸
籍
、
国

籍
、
供
託
な
ど
(
無
料
・

秘
密
厳
守
)

問
合
せ
先

東
京
法
務
局
人

権
擁
護
部

(
3
2
1
4
)
6
2
3
1

□
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
扇
」
開
設
に
と
も
な
う
職

員
募
集

採
用
年
月
日

平
成
5
年
4
　

月
1
日
か
ら

職
種
寮
母
、
看
護
婦
、
P
　

T
、
O
T
、
調
理
貝
、
事

務
員
、
栄
養
士
等

給
与

法
人
給
与
規
定
に
基

づ
く

対
象
▽
看
護
婦
…
4
0
歳
位
　

ま
で
▽
そ
の
他
の
職
種
　
…

3
5歳
位
ま
で

申
込
・
問
合
せ
先

社
会
福

祉
法
人
聖
風
会

(
3
8
8
3
)
7
9
4
6

□
短
期
講
習
「家
具
木
工
科
」

日
時
7
月
1
7
日
～
3
1
日
　
　

(全
5
日
間
)

対
象

技
能
検
定
家
具
木
工

を
受
検
す
る
在
職
者

定
員
2
0
人
(
先
着
順
)

費
用
4

千
5
0
0円

受
付
日
時
6
月
2
9
日
～
7
　

月
3
日
、初
日
の
み
午
後
　

6
時
～
7
時
、2
日
目
以
　

降
午
前
9
時
～
午
浚
7
時

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
高

等
職
業
技
術
専
門
校

(
3
6
0
5
)
6
1
4
8

□
国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
試

験
(
税
務
)

第
一
次
試
験
日
9
月
1
3
日
　
(
日

)

資
格
昭
和
4
7
年
4
月
2
日
　
～

昭
和
5
0年
4
月
1
日
生

ま
れ
の
方

受
付
期
間
▽
郵
送
…
7
月
　

1
日
～
8
日
(
消
印
有
効
)
　

▽
持
参
…
7
月
1
日
～
8
　

日
柬
試
験
内
容
は
高
卒
程
度
で

す
問
合
せ
先
東
京
国
税
笳
人
　

事
第
二
課
　
(
3
2
1
　

6
)
6
8
1
L
、足
立
税
務
　

署
　
(
5
6
1
6
)
2
7
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税

金

納
税
は
6
月

3
0日
ま
で
に

平
成
4
年
度
特
別
区
民
税
・

都
民
税
第
1
期
分
の
納
期
限

は
、
6
月
3
0日
(
火
)
で
す
。

早
め
に
お
近
く
の
銀
行
、
郵

便
局
な
ど
の
金
融
機
関
お
よ
び

区
役
所
、
区
民
事
務
所
の
窓
口

で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
木
町
庁
舎
・

納
税
第
一
、
第
二
係

(
3
8
8
0
)
5
0
9
り

年

金

保
険
料
の

納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
保
険
料
は
、
毎
月

翌
月
末
日
が
納
期
隕
と
な
っ
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
平
成
4

年
3

月
分
以
前
の
保
険
料
を
納
付

す
る
場
合
は
、
足
立
社
会
保
険

事
務
所
か
ら
新
た
に
納
付
濳
(

国
庫
納
付
書
)
の
発
行
を
受
け

て
、
直
接
各
金
融
機
関
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

※
納
期
限
か
ら
2
年
を
経
過
す

る
と
時
効
に
よ
り
納
め
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。

納
付
書
発
行
依
頼
先

足
立
社

会
保
険
事
務
所

(
3
6
0
4
)
0
1
1
1

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
屎
保
険
料
係

(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

7
月
の

ね
ん
き
ん
相
談

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ
つ
と

し
た
疑
問
や
さ
ま
ざ
ま
な
心
配

事
に
、
足
立
社
会
保
険
事
務
所

の
担
当
官
が
峇
え
ま
す
。

日
時
了
月
1
日
(
水
)
、
午
前
　

1
0
時～
午
後
3
時
3
0
分

場
所

中
央
本
町
庁
舎
2
階
、

国
民
年
金
屎
前

※
ね
ん
き
ん
相
談
コ
ー
ナ
ー
」

は
、毎
月
第
1
水
曜
日
に
開
設
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

用一
民
年
金
屎
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

住
ま
い

家
屋
等
を
新
築

さ
れ
た
方
ヘ

届
け
出
を

お
忘
れ
な
く

住
居
表
示
整
備
が
す
で
に
済

ん
で
い
る
地
域
内
に
、
家
屋
等

を
新
築
さ
れ
た
方
は
、
住
所
を

定
め
る
た
め
の
届
け
出
が
必
要

で
す
。

こ
の
届
け
出
が
な
い
と
住
所

が
決
め
ら
れ
な
い
た
め
、
転
入

等
の
手
続
き
が
で
き
ま
せ
ん
。

届
け
出
に
は
、
建
築
確
認
譖

一
式
と
印
か
ん
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

住
居
表
示
担
当

(
3
8
8
0
)
5
0
3
1

募

集

臨
時
職
員
を
募
集

仕
事
の
内
容

障
害
幼
児
の
健

康
管
理
・
保
健
指
導

職
種

看
護
婦

勤
務
日
数

週
5
日

勤
務
時
間

午
前
9
時
1
午
後

3
時

賃
金
1

日
1
万
5
0
0円

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

東

部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

幼
児
指
導
係
(
扼
島
3
-
3
1

1
9
)

(
3
8
4
9
)
1
3
7
9

登
録
調
査
員

区
で
は
、
国
や
都
か
ら
委
任

さ
れ
た
各
種
統
計
調
査
を
毎
年

行
つ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の

調
査
員
、
指
導
貝
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

資
格
条
件

▽
2
0歳
以
上
6
0歳

ま
で

▽
統
計
調
査
に
熱
意

が
あ
る
方

▽
実
際
に
調
査

に
従
事
で
き
る
方

▽
調
査

に
便
利
な
住
所
ま
た
は
勤
務

地
に
あ
る
方

▽
租
税
の
賦

課
お
よ
び
徴
収
に
従
事
し
て

い
な
い
方

▽
選
挙
関
係
者

で
な
い
方

※
以
上
の
条
件
に
該
当
す
る
方

は
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
先

中
央
本

町
庁
舎
・
統
計
係

(
3
8
8
0
)
5
0
3
3

相

談

就
学
相
談

教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
来
年
4

月
に
小
学
校
に
入
学
す
る
お

子
さ
ん
で
、
心
身
に
障
害
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
お
子
さ
ん
に
つ

い
て
の
就
学
相
談
を
7
月
1
日

か
ら
始
め
ま
す
。
教
育
の
場
を

ど
こ
で
求
め
た
ら
よ
い
か
に
つ

い
て
、
専
門
の
相
談
員
が
相
談

に
あ
た
り
ま
す
。

受
付
日
時
毎
週
月
～
金
曜
　

日
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時

申
込
・
問
合
せ
先

教
育
セ
ン

タ
ー
教
育
相
談
室
就
学
相
談

担
当(

3
8
5
9
)
9
5
3
1

※
ま
ず
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

5
月
3
日
、
閧
閉
式
ド

ー
ム
が
印
象
的
な
明
る
い

室
内
プ
ー
ル
を
持
つ
ス
イ

ム
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
う

き
う
き
館
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

所
在
地

西
保
木
間
4
　
-
1
0
1
1

表2　9 月 分の利用案内

※ 伊豆高原・滬河あだち荘は、9月8・9・22・23日が休齟日です。

表3　公社施設一覧表

※ 文化会館は飃館となるため、受け忖けができるのは平成4年7月までです。

9 月分の利用案内

伊豆高原あ
だち荘

湯河原あだ
ち荘

日 光林 間 学
園

鹿沼野
外レクリ

エ

ー シ ョ ンセンタ
ー

9
月
分
の
利
用
申
し
込
み

は
、
表
2
の
と
お
り
で
す
。

※
塩
原
林
間
学
園
、
上
総
湊
健

康
学
園
に
つ
い
て
は
、9
月
の

一
股
閧
放
は
あ
り
ま
せ
ん
。

空
室
の
利
用
方
法

▽
抽
選
後
の
空
き
室
の
申
し
込

み
は
、
利
用
月
の
前
月
の
第

2
金
曜
日
か
ら
「
あ
い
ネ
ッ

ト
2
1」
端
末
機
で
予
約
で
き

ま
す
。
ま
た
、
公
社
の
各
施

設
で
も
直
接
受
け
付
け
し
ま

す
▽
電
話
予
約
は
第
3

金
曜
日
か

ら

、
公
社
の
各
施
設
で
受
け

付
け
し
ま
す

※
予
約
呎
3

日
以
内
に
お
近

く
の
公
社
施
設
で
利
用
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い

。
こ
の
期
間

を
過
ぎ
る
と
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な

り
ま
す
(

申
し
込
み
は

、
利
用

日
の
3

日
前
ま
で
で
き
ま
す
)
。

利
用
の
変
更
・
取
消

い
ず
れ
も
、
公
社
の
各
施
設

で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
現

地
で
は
、
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

▽
利
用
人
数
の
増
は
、
利
用
日

の
前
日
ま
で
で
す
(
部
屋
の

定
員
内
)

※
伊
豆
高
原
あ
だ
ち
荘
は
、
利

用
日
の
3
日
前
ま
で
で
す
。

▽
人
数
の
減
・
取
消
は
、
前
日

ま
で
で
す
。7
日
前
ま
で
に

手
続
き
を
す
る
と
全
額
。
そ

れ
を
過
ぎ
て
前
日
ま
で
に
手

続
き
を
す
る
と
食
事
代
の
み

お
返
し
し
ま
す

※
返
還
は
、
口
座
振
替
で
行
い

ま
す
の
で
、
手
続
き
の
際
、
利

用
代
表
者
の
預
金
通
帳
(
郵
便

局
を
除
く
)
・
印
か
ん
・
利
用

承
認
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

鹿
沼
野
外
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

の
申
し
込
み

ハ
ガ
キ
抽
選
・
申
し
込
み

は
、
宿
泊
棟
の
み
で
す
。
バ
ン

ガ
ロ
ー
、
常
設
テ
ン
ト
、
幕
営

地
は
、
利
用
日
前
月
の
窓
口
申

し
込
み
時
か
ら
の
受
け
付
け
と

な
り
ま
す
。

7
月
分
の
空
き
利
用
は
、
表
3

の
各
公
社
施
設
窓
口
ま
た
は

電
話
予
約
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

ま
た
、
8
月
分
の
空
き
利
用

の
申
し
込
み
・
受
け
付
け
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

8
月
分
…
窓
口
(
7
月
1
0日
か

ら
)
、
電
話
(
7
月
1
7日
か
ら
)

各施設の利用案内

新 庁 舎
アラカルト
新庁舎と中央公園
の 一 体 的 整 備

中
央
公
園
が
新
庁
舎
の
建

設
に
あ
わ
せ
、
平
成
8
年
秋

に
一
新
さ
れ
再
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。

舂
に
は
桜
の
名
所
と
し

て
、
子
裝
た
ち
に
は
、
S
L

の
あ
る
公
園
と
し
て
親
し
ま

れ
て
き
た
中
央
公
園
は
、
現

在
一
部
を
残
し
工
事
中
で

す
。今

回
の
改
修
計
画

は
、
本
庁
舎
が
中
央
本

町
へ
統
合
さ
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
庁
舎
周
辺
の

環
境
整
備
を
促
進
す
る

一
環
と
し
て
行
う
も
の

で
す
。

新
し
い
公
園
の
内
容

は
、
第
1
に
、
日
常
は
児
童

公
園
と
し
て
、
幼
い
子
供
は

も
と
よ
り
、
大
人
ま
で
が
緑

と
水
に
親
し
み
、
安
心
し
て

憩
え
、
太
陽
と
風
を
十
分
に

楽
し
め
る
も
の
に
す
る
こ
と

で
す
。

第
2
に
、
災
害
時
に
は
防

災
広
場
と
し
て
、
区
防
災
本

部
と
な
る
新
庁
舎
と
共
に
、

災
害
活
動
の
拠
点
と
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
周
辺
か
ら

の
延
焼
防
止
を
考
え
た
、
散

水
装
置
等
も
設
備
し
ま
す
。

そ
し
て
第
3
に
は
、
区
民

の
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
、
新
庁
舎
と
一
体
化
し
た

文
化
性
の
高
い
区
の
中
心
部

に
ふ
さ
わ
し
い
公
園
に
す
る

こ
と
で
す
。
展
望
レ
ス
ト
ラ

ン
や
ホ
ー
ル
を
利
用
し
た

後
、
彫
刻
や
庁
舎
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
を
観
賞
し
な
が
ら
散

歩
も
楽
し
め
ま
す
。

新
し
い
公
園
は
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ープ
ラ
ザ
(
区
民
の

広
場
)
と
し
て
、
区
民
が
憩

い
、
集
い
、
交
流
で
き
る
区

の
新
名
所
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
宇
住
)

・
庁
舎
計
画
課

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1
　

㈹
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苗
木
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

工
場
や
事
業
所
な
ど
に
緑
を

増
や
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

苗
木
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

□
団
体
配
布

苗
木
の
種
類
　
低
木
(
鳥
さ
　

3
0～
7
0
作
前
後
玉
サ
ツ
キ
、
　

ツ
ツ
ジ
(

オ
オ
ム
ラ
、
リ
ュ

ウ
キ
ュ
ウ
、
ヒ
ラ
ド
、
ク
ル

メ
、ベ
ニ
ギ
リ
)
、カ
ル
ミ
ア
、

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
ジ
ン
チ
ョ
ウ

ゲ
、
コ
ク
チ
ナ
シ
、
ア
ベ
リ

ア
、
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
、
サ

ラ
サ
ド
ウ
ダ
ン
、
ユ
キ
ヤ
ナ

ギ
、
コ
デ
マ
リ
、
レ
ン
ギ
ョ

ウ
、
ヤ
マ
ブ
キ
、
キ
ン
シ
バ

イ
、
シ
モ
ツ
ケ
、
セ
イ
ヨ
ウ

バ
イ
カ
ウ
ツ
ギ

中
恥
こ
咼
さ
川～
1
5
0
作
前
　

憊

ベ
ニ
カ
ナ
メ
モ
チ
、
イ

ヌ
ツ
ゲ
、
イ
チ
イ
、
ウ
バ
メ

ガ
シ
、
キ
ン
モ
ク
セ
イ
、
サ

ザ
ン
カ
、
マ
サ
キ
、
モ
チ
ノ

キ
、
ム
ク
ゲ
、
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
、

ウ
メ
、
ア
ン
ズ
、
ヒ
メ
リ
ン

ゴ
、
ハ
ナ
カ
イ
ド
ウ

高
木
(
高
さ
2
a
前
殴
)
　

…
マ
テ
バ
シ
イ
、シ
ラ
カ
シ
、　
ハ

ナ
ミ
ズ
キ
、
サ
ク
ラ
、
ケ

ヤ
キ

対
象

区
内
各
種
団
体
(
宗
教

・
政
治
団
体
は
除
く
)

配
布
会
場
別
途
通
知
し
ま
す

申
込
方
法
ハ
ガ
キ
に
団
体

八

代
衣
者
氏
名
。
住
所
、

電
話
番
量

希
望
す
る
苗
木

の
岼
類
、
本
数
を
明
記

※
苗
木
の
種
類
、本
数
は
希
望

に
そ
え
な
い
場
台
が
あ
り
ま

す
。

申
込
期
限
7
月
3
日
消
印
有
　

幼
申
込
・
問
合
せ
先
水
と
緑
の
　

公
社
緑
化
推
進
課
〒
1
2
0
　

綾
・
瀬
2
―
3
0
―
6

(
3
8
3
8
)
8
1
2
6工場や事業所に緑を増やしましょう

大
海
原
に
ロ
マ
ン
を
求
め
て

マ
ゼ
ラ
ン
の
世
界
一
周

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

夏

の

星

空

マ
ゼ
ラ
ン
が
世
界
一
周
に
成

功
し
て
証
明
す
る
ま
で
は
、
地

球
が
丸
い
と
信
じ
る
人

は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

西
に
進
路
を
と
り
、

南
ア
メ
リ
カ
南
端
を
回

っ
て
ア
ジ
ア
へ
向
か
っ

た
マ
ゼ
ラ
ン
た
ち
。彼

ら
が
叨
め
て
に
た
南
半

球
の
星
空
を
、あ
な
た

も
兒
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
▽
肓
週
木
曜
日
　
…

午
後
7
時

▽
毎

月
第
1
・
3
・
5
土
曜
日
…

午
後
1
時
、
2
時
3
0分
、
4
　

時
の
3
回

場
所

教
育
セ
ン
タ
ー

定
員
1
7
2
人
(
各
回
先
着
順
)

費
用
▽
1
5
歳
以
ド
…
無
料
、

▽
1
6
歳
以
上
…
1
0
0
円

問
合
せ
先

教
育
セ
ン
タ
ー
　

(
3
8
5
0
)
8
8
0
1

平
成
4
年

春
の
叙
勲

6
月
5
日
号
の
舂
の
叙

勲
・
褒
章
受
章
者
に
未
掲

裁
の
方
が
あ
り
ま
し
た
。

お
わ
び
い
た
し
ま
す
。<

叙
皿
者
>
飯
豊
毅
一
　
　

(
7
1
歳
)
…
癲
三
等
瑞
　

宝
章
<
総
務
課
>

情 報 コ ー ナ ー

第45回区民体育大会水泳競技大会
( 兼墨東五区水泳大会予選会)

競技種目一覧

○ 小・中字校は各校1種目3人U内とする。( リレー、ファミリーリレーを餘く)
○ 1人2種目までとし、小・中李生は1人1佃目とする。( リレー、フヌミリーリレーを除く) ○

小・中廛校生の参加は、遍学している学校でまとめて申し込む。
○ 年齢は大会日とする。☆はJ 墨東五区大会予忍種目。

日時8月16日( 日) 、午前9時間　
会びド前8F縟～8日存45夕y弓乏付)

場 所 総 合 スボ ー ツ セン タ ープ ー
ル

参加 資 格 小学5 年 生以1 この ぺ内
在庄 ・在 勤 ・ 在学 の方

参 加費 小 ・中 学 生100 円、高 校 乍
300 円、 哨殳500円 、リ レ ー チ
ー ム1000 円( た だし 、小・中 学牛
お よ び フ ァミ リ ー リ レ ー を 除

く)

競技種目 石表のとおり
申込方法 体台協会にある所定の
申込用紙に必要事項を記入、蔡
加賢を添えてお 申し込みくださ
い

※ ふ、中学生は、大会当日、傑護者
または、引率者の同伴が必要です。
申込期限7 月10日必肴
申込・問合せ先 譛体 育協会澎務
局　3882 ―111KTC

子供をとりまく
情 報 と そ の 影 響

教育講演会
少年・少攵向けの、マンガ雑誌
について考える機会として、E鵬
田中学校のPTAと共催で講演会
を行います。ぜひ、参加ください。
日時6月27日「土べ午後2時
場所 卜

金
鵬出中学校体育館

テーマf二子供を取りまく情報と　
その影響」

講師 遠藤美枝子氏( 二罸供110番相
談員)

問合せ先 教育センタ ー教育相談
係　3859 ―9531、または、教育
相言剞系肌ミ浜分室　3856 ―7735

第35回/ 足立区民
ラ ジ オ体 操 大 会

いい朝、いい汁、みんなでラジ
オ体操。
日時7月19日( 日) 、午前6時～　
7 時

場所 荒川千に新訛緑地 匚虹の広
場バ雨天の場自は千寿本町小学
咬体育館)

問合せ先 体育協会
3882―11H㈹または足立区　
ラジオ体操連U・堀口　3849　―
7078

青年 セ ンタ ーの 催 し

連続講座第2回
世界と出会う

今世界はどのように黠いている
のか。そして日本はどう動いてい
るのか。扇新の情 報とその背 賦に
ついてお話しし ます。
日時了月9日( 木) 、午後7時～　
9 時

講師柴田敬三氏( ほんの木代表　
取締役)

定員10 人
費用 無料
申込方法 電話( 先着順)

地球環境セミナー

第2 回ブラジル環境
会議の成果と課題

ブラジルで行われた 「環境と開
発に関するぶ連会議」の成果をふ
まえ、これからの環境を 考える活
動の課題と 仏たちのなすべきこと
を 考えます。
日時7川16囗( 和、午後7畤～　
9 時

定員 匐 人
費用 無料
申込方法 電 謡( 先荐 胙

ウッドジグソーを
作りませんか

木のぬくもりを生かした立体ジ
グソーパズルやテーブルウェアを
手作りしてみませんか。
日時7 月9 ・16・23・30日
(全4 回、毋週木曜日)
午後7時～9時

定員40 人
費用2, 000 円 冂 回分)
申込方法 電謡

子育て講演会

よりよい子育てについて考えま
す。
日時7月8日( 水) 、午前10仔与～　
正午

テーマ 干ともの生活のリズム
定員10 人
費用 無料
申込方法 当日直接会場へ
※ お子さんをお 連れになる場白は
保育も叮い ます。お問い合わせく
ださい。

――いずれも――

場所・申込・問合せ先 肖年セン
ター　3890- O061

区内施設めぐり
夏休み親子で思い出づくり

牛乳バックで紙すき体験、プラ
ネタリウムで夏の星々の靦n 、足
立の1繁史再発兒など、区内の施設
を バスで巡り、夏休みの楽しい思
い出をつくり ませんか。
日時7月21・22日、いずれも午　
前9時～午後1時

見学施設 消費者センター、郷土
専物蚣、教育センタ ー、菎西用
水親水水路、花畑記念庭園

対 象( ) く内在住の小学生とその 利

( 観子1 人ずつに限る)
定員 両日とも15組、30人
費用無料( 昼食は各自で持参)
申込方法哇復ハガキに住所、親　
子の氏名と年齢、学年、電話番　
号、希望日および「金観子卩く内施　
設めぐり希望j と明記冂11世帯　
1通に限る」

申 込期限6 月30日消印有効
※ 集合・解散場所は、本庁舎CT
庄) 前です。
申込・問合せ先本庁舎( 千11=金J 　
・広報課〒120千住1―4―I H　　　　　　

3882―1111㈹

本庁舎(千住)地下駐車場の利用時間が変わります
7 月から、土曜日・日曜日・祝

日に利用できます。
時間午前9時～午後1( 后与

場所本庁溽( 千住) 地下駐市場　　
( 千ロコ―4一18)

利用料金2 時間匐( j円( 2 時闘を
超えた塒昌30分ごとにH) 0円)

問合せ先 まちづくり 公桂
3印17761RECYCLE　PAPER

―森林資源を大切に―
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